
１．はじめに

　近年東京都心部の開発や緑地・水面の減少、都市の

高密度化、地表面被覆の人工化、人工排熱の増大等に

より、東京等の大都市部において、熱汚染ともいえる

ヒートアイランド現象が起こっている。ヒートアイラ

ンド現象緩和のため、大規模緑地や水辺を計画的に確

保し、クールアイランドや風の道をつくることが必要

である。本研究では、クールアイランド( 大規模都市

緑地) が存在する場合、その規模、形状や配置による

冷却効果の違いを考察することを目的とする。

２．クールアイランドのネットワーク

　ヒートアイランド対策の中でも、水・緑・風といっ

た自然的要素を中心とした都市の環境インフラのネッ

トワークとして、水の道・緑の道・風の道が重要であ

ると考えられ、関連する施策等にも謳われている。そ

の一例としてヒートアイランド対策大綱(H1 6 . 3）では

「緑地・水面の減少、建築物や舗装などによって地表

面が覆われることによる蒸発散作用の減少や地表面の

高温化を防ぐため、地表面の改善を図る」、日本学術

会議声明「生活の質を大切にする大都市政策へのパラ

ダイム転換について(H1 7 . 4）では「大都市圏を安全で

魅力あるものにする最重要の戦略の一つとして、水

辺・緑地・風の道などを最も重要な都市インフラとし

て位置づける必要がある」との記載がある。

 東京都のような大都市圏におけるヒートアイランド

はヒートコンチネントと言われるまでに規模が拡大し

ている。今後は、水、緑、風を要素とするクールアイ

ランドをネットワークすることで、良好な都市環境を

取り戻す必要がある。本報はそういった将来展望を視

野に入れ、以下の考え方に沿ってクールアイランドの

ネットワークを構築するための基礎的検討をおこなう

ものである。
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図 1 　東京におけるクールアイランドの

ネットワーク化のイメージ図

　

●検証モデル

　本報では、都市スケールで

大規模緑地の存在による周

辺市街地への冷却効果を検

証するため、図 2 のようなモ

デルを設定し UCSS(都市気候

予測システム) を用いて熱環

境分析を行う。検証に用いる

シミュレーション条件は以

下のように設定する。（表 1）

●ケースモデルの設定

　大規模緑地の冷却効果を検証するために以下の 2 つ

のケースにおいてシミュレーションを行う。（図 3 ）

○ CA S E 1 緑地の大きさと冷却効果(モデル1 ～ 3 )

○ C A S E 2 緑地の配置形態と冷却効果(モデル4 ～ 6 )

全体条件

対象範囲
メッシュの

大きさ 風向/風速 初期気温 設定条件

2km×2km 100m×100m なし ※124.83℃
ネスティングは

行わない

市街地メッシュ ※1AMeDAS東京観測ポイント基準年8月平均値

緑被率 樹木率 水面率 アスファルト率 標高

0% 0% 0% 72.7% 0m
グロス
建蔽率

ネット
建蔽率

建物幅 建物高さ
顕熱・

潜熱排熱

※227.3% ※236% ※215.3m ※211.2m ※3原単位より
算出

※2東京都23区GIS平均
※3独立行政法人建築研究所足永研究室が作成された用途別規模別時刻別排熱量原単位（夏期）
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図 2 　検証モデル概要
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①現在クールアイランドとなっている各大規模緑地を

最大限活用し、周辺の個々のクールアイランドを結び

つけ連帯して大きな力にすることで熱環境的に良好な

市街地を構築する。

②最終的には、ヒートアイランドの分節化に資するよ

うに、大規模緑地のネットワークを中核とする、臨海

部から連なる大きなクールアイランドのネットワーク

を構築する。

３．大規模緑地の冷却効果の検証

表 1 　シミュレーション条件の設定
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●解析結果

　図3 で設定したケースモデルの UC S S 解析結果を図 4

に示す。評価を行う高さは人間が生活するレベルに最

も近いG L から 1 . 5 m、評価する時間は夏季午後 2 時の

値を検証する。

　緑地の大きさと冷却効果の関係は、図 4 より緑地が

大きくなるに連れ、気温の低い地域が大きくなる。中

心の気温もモデル1 に比べ、モデル3 の方が低くなる。

図 5 の右図より緑地から広がる冷却効果は緑地からの

距離に反比例する。緑地の大きさとその冷却効果は、

図 5 の左図より面積に比例して冷却効果も高まる。し

かし、ある一定の大きさになると冷却効果は横ばいに

なると考えられる。

　モデル 4 ～モデル 6 は、表 3 、図 4 より集合型、分

散型を比較すると集合型の最低気温が最も低く直線型

とは 0 . 7℃、分散型とは 0 . 8℃差があり、クールアイ

ランド強度が高くなる。一方分散型の方が広域に温度

低減効果をもたらしている。直線型はクールアイラン

ド強度及び冷却効果が及ぶ範囲ともに集中型と分散型

の中間の効果である。　図 6 は各モデルについて全

メッシュの平均気温との差をヒストグラムに表したも

ので、集合型が最もクールアイランド強度が大きいこ

とがわかる。全メッシュの平均気温以下のメッシュ数

モデル名 モデル1 モデル2 モデル3
全メッシュ平均気温(℃) 32.29 31.98 31.73
緑地メッシュ平均気温(℃) 31.36 30.60 30.23
市街地メッシュ平均気温(℃) 32.30 32.03 31.87
最高気温(℃) 32.66 32.41 32.31
最低気温(℃) 31.49 30.30 29.72

モデル名 モデル4 モデル5 モデル6
全メッシュ平均気温(℃) 32.19 32.15 32.02
緑地メッシュ平均気温(℃) 30.60 31.15 31.26
市街地メッシュ平均気温(℃) 32.26 32.19 32.05
最高気温(℃) 32.41 32.40 32.30
最低気温(℃) 30.30 31.00 31.11

表 2 　解析結果データ
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図 3 　ケースモデル概要
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図 4 　シミュレーション結果
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図 5　緑地の大きさと冷却効果の関係( C A S E 1 )
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図 6　ヒストグラム(CAS E 2 )

３．まとめ

　本報では、緑地の規模、形状、配置と周辺市街地へ

の冷却効果の関連性を分析した。その２では大規模緑

地の周辺市街地におけるクールアイランドのネット

ワークの検証を行う。
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で評価すると、集合型は80 個、直線型が 108 個、分散

型が 1 2 4 個となり分散型は広範囲に冷却効果を及ぼし

ている。
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